
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 28 年 2 月 

北九州市 

小倉城周辺魅力向上事業  

基本計画 

北九州 小倉ならではの歴史的・文化的な資源を活用した 

集客力や回遊性のある観光・文化の名所づくり 
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乃木希
ま れ

典
す け

の居住地跡（リバーウォーク北九州横） 

乃木希典が歩兵第十四連隊長心得として着任した明治 8 年 12 月

19 日から、明治 10 年 2 月 13 日、西郷軍との西南戦争に出動する

まで住んでいた住居の跡に碑が建てられています。 

また、小笠原藩初代城主、忠真は、ぬか漬けが盛んな信州松

本を統治していたこともあり、ぬか漬けを大変好んでいました。

小倉城入城の際にも、ぬか床を持ち込み、城下の人々にもぬか

漬けを奨励し、小倉にぬか漬けを根付かせました。 

以後、234 年間にわたって城主を務めた小笠原家は、全国の

小笠原一族の総領家で、「小笠原流礼法」の宗家として知られる

旗本の小笠原家もその一族でした。小笠原流礼法は、弓術や馬

術と深く結びついた武家の礼法であり、「思いやりの心」と「も

てなしの心」を大切にする日本の伝統的な美の文化として今に

伝えられています。 

小笠原藩主時代には、泉水のある回遊式庭園を持つ小笠原氏

の別邸、下屋敷
し も や し き

が築造されました。この庭園周辺は、現在「小

笠原流礼法」を伝える体験型文化施設「小倉城庭園(愛称：小笠

原会館)」として復元されています。 

近代：軍都としての小倉 

明治維新を迎えると、鉄道の発展とともに、小倉は、北九州から山口にかけた広域商業の拠点

となりました。一方で、工場の立地とともに、本州と九州を結ぶ交通の要衝であったことから、

廃藩置県にそなえて鎮台
ちんだい

（軍隊）が設置され、さらに歩兵第十四連隊の発足が続くなど、次第に

軍都としての性格を帯びるようになりました。 

明治 10 年の西南戦争の際には、小倉城内に駐屯していた歩兵第十四連隊が、乃木将軍に率い

られて出征した歴史もあります。その後は、歩兵第十二旅団や第十二師団の司令部が城内に置か

れました。城内には、野戦重砲や第十二師団司令部正門跡（師団の軍医部長を務めた森鷗外も

この門を通って登庁）など、軍都当時の名残が史跡として残されています。 

また昭和 8 年には、現在の勝山公園周辺一帯に陸軍造兵廠
りくぐんぞうへいしょう
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こうしょう
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後、昭和 15 年に陸軍造兵廠が、陸軍兵器本部に改組されたことに伴い、小倉陸軍造兵廠と改称

されました。 

小倉陸軍造兵廠は、昭和 20 年 8 月 9 日の原子爆弾投下の際には、第一投下目標とされました

が、視界不良のため上空から造兵廠が確認できず、原子爆弾は第二投下目標であった長崎に投下

されました。現在勝山公園の中には原爆犠牲者を慰霊し、平和を祈念するため、原爆犠牲者慰霊

平和祈念碑などが建立されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第十二師団司令部正門跡 

～「坂の上の雲」ゆかりの地 

加冠の儀（小倉城庭園） 

小笠原流の弓儀式 

昭和 32 年当時の小倉城付近空撮 原爆犠牲者慰霊平和祈念碑・長崎の鐘 
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現代：多様な機能が集約した小倉 

 

明治時代、1901 年（明治 34 年）の官営八幡製鐵所の創業を契機に、北九州市は、鉄と石炭

の重工業都市として発展してきました。一方で、一時は公害のまちとして、空や川といった自然

環境が悪化した時代もありました。 

小倉城の内堀として利用されていた紫川も、著しく水質が悪化していましたが、下水道整備の

進展や、1990 年に始まった「紫川マイタウン・マイリバー整備事業」により、以前の美しさを

取り戻すことができました。 

「紫川マイタウン・マイリバー整備事業」では、周辺市街地

や、小倉城を含む勝山公園と一体的な整備を進め、シンボル公

園として、多様なイベントが開催できる「大芝生広場」や、「水

上ステージ」「カヌー艇庫」「河畔遊歩道」といった、水辺に親

しむことができる施設が整備されました。今では、勝山公園大

芝生広場を中心として、水と緑の新たなオアシス空間が創出さ

れ、年間を通じて数多くのイベントが開催されるとともに、に

ぎわいあふれる都市空間として、市民の憩いの場となっていま

す。 

 

小倉都心地区は、江戸時代から「ひと」「もの」の往来の場

所として栄え、現在でも市役所等の行政サービス施設や、文化

施設、医療福祉施設など多様な都市施設が集積しています。 

さらに、ＪＲ小倉駅を中心に新幹線、鹿児島本線、日豊本線、

日田彦山線が連絡し、さらに、モノレール及びバス等の利便性

も高く、北九州市の玄関口として公共交通の結節機能が充実し

ています。 

 

また、小倉都心には、明治時代からの歴史をもつ魚町、京町

などの商店街があります。 

魚町商店街は、日本で初めて公道上にかかる全長 130m の

アーケードが架かった銀天街発祥の地として有名です。 

さらに、魚町銀天街の南側には、“北九州の台所”と呼ばれ

る旦過市場があります。市場には、鮮魚店や青果店、惣菜店な

ど、約 120 店の店舗が肩を並べ、レトロ感と活気あふれる市

場として市民に親しまれています。 

市場の入口付近にあるスーパー「丸和」は、日本で初めて

24 時間営業を始めたスーパーマーケットとして有名です。 

 

その他、城下町の歴史を今に伝える小倉城の周辺には、小倉

城庭園のほか、中央図書館、文学館、松本清張記念館などの文

化施設が存在し、さらに複合商業施設リバーウォークは、商業

施設を中心として、文化施設、情報発信施設、大学など多様な

機能が集約した小倉都心のシンボル的な拠点施設となってい

ます。 

 

この様に、小倉城周辺エリアは、自然、歴史や文化、商業・

教育などの多様な施設が集積し、都市機能が充実した、北九州

市の中心部としてにぎわいのある場所となっています。 

ｶﾇｰｲﾍﾞﾝﾄ「100 万人のカヌー体験」の様子 

「北九州の台所」旦過市場 

リバーウォーク北九州 

JR 小倉駅と北九州モノレール 
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